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 三多摩食糧卸協同組合

三多摩食糧卸では、インボイス制度に対応するために納品書及びこれまでの請求書の書式を一部変
更して、定められた機能を満たす形式といたします。
１，納品書をインボイス（適確請求書）といたします。
２，これまでの請求書はお買上明細書に変更し、期間中のお取引内容のお知らせ書類といたします。

ご不明な点は担当営業へお問合せください。

9月

令和5年産米情報

新潟県 コシヒカリは、出穂以降異常高温が続き、積算気温による収穫
適期の目安は、県平均で平年より9日早いと予想されます。
（積算気温950℃）また、登熟期間での異常高温の影響で乳
白粒や基部未熟粒などの白未熟粒がかなり多いとみられま
す。【作柄の良否】平年並み

福井県 いちほまれは、県全体の出穂の盛期は8月3日～8日頃で、成
熟期の盛期は9月7日～13日頃になると予想されます。コシヒカ

   リ同様に出穂後が高温であったこともあり胴割れが多く発生す
ると思われます。 【作柄の良否】平年並み

富山県 コシヒカリ等の中生品種については、梅雨明け以降の高温の
影響などから、近年より5日ほど早い成熟期を迎えると予想さ
れます。7月末に出穂したコシヒカリの刈取始期の目安は9月
初旬になります。近年、高温登熟でも品質が安定している「て
んたかく」「てんこもり」が良いかもしれません。【作柄の良否】
平年並み

石川県  コシヒカリは、富山県と同様に梅雨明け以降の高温の影響を
受け前年より4日～6日程度成熟期が早まっています。

長野県 コシヒカリは5月上旬までに田植された圃場の登熟が早まって
おり、著しい高温で籾水分も25％以下に下がっている模様。ま
た、穂の先端の籾では胴割れが散見されている。収穫はやや
遅れている感じです・【作柄の良否】平年並み

※近年、猛暑などの異常気象の影響もあり、収穫適期の判断が難しくな
っています。刈り取り時期の見誤りは品質の低下、収量の減少にもなり
ます。最後の仕上げに期待します。

今週の玄米入荷情報

□令和4年産

岩手 ひとめぼれ 前沢

秋田 あきたこまち やまもと

群馬 あさひの夢

佐賀 夢しずく 特別栽培

佐賀 さがびより

新潟 岩船コシヒカリ

新潟 佐渡コシヒカリ

□令和5年産

千葉 ふさおとめ

千葉 コシヒカリ ハイグリーン

茨城 コシヒカリ

茨城 あきたこまち

産地 銘 柄 ｱﾐﾛｰｽ 蛋白 水分 評価値

茨城 コシヒカリ1等 18.6 5.8 14.1 75

茨城 コシヒカリ

玄米の測定結果をみると整粒比率が低く、
胴割粒の割合が少し高いようです。
その結果、精米にすると砕米の比率が高く

なります。水分が少ないのは乾燥を急いだ
ことによるものだ思います。成分分析では、
蛋白が6.0を下回り品質評価は75でした。い
ままでの5年産米で最高評価。では、炊飯の

評価は、炊き上がりの香りはあまり感じられ
ませんでした。光沢は十分にあります。粒は
しっかりしていて、食べ応えはあります。砕
米が多かったわりにはダレることなく粒を感
じられます。また、冷めてくるとしっかりさが
でてきます。

「インボイス制度」2023年10月よりスタート
準備はできていますか？
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